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使用電力量は２年連続で減少
関西電力株式会社の大阪府内の使用電力量の推移は、平成23年度に原発が停止されたことによる節電意識の高まり等により減少に転じ、使用電力量(電灯)は、平成24年度には2,003万9,473MWhで、前年度に比べ2.2％の減少となっています。
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全国の発電電力量の推移は、オイルショックの昭和48年度以降増加し、平成19年度までの間に2.7倍に拡大しています。しかし、平成20年度に世界的金融危機の影響で生産活動が低迷したことから減少に転じ、平成22年度には対前年度比5.2％の増加とやや回復しましたが、平成23年度は福島第一原子力発電所事故を受けて電力供給がひっ迫し、電力使用制限が行われたことから対前年度比5.1％の減少となっています。

　

　


ガス

平成24年度の消費量は4.8％の減少
　平成24年度の大阪府内の都市ガスの消費量は、38億4,926万ｍ3で、前年度に比べ2.8％の減少となっています。

　内訳では、工業用が17億5,532万ｍ3で前年度に比べ4.8％の減少となり、商業用が５億2,271万ｍ3で同3.3％の減少、家庭用が12億4,094万ｍ3でほぼ横ばいとなっています。
　なお、大阪府内の需要家の総数は402万7,899戸で、前年度に比べ0.6％の増加となっています。




国内の自然エネルギーによる発電量

自然エネルギー発電量は国内全体の3.7％
　大規模水力を除く自然エネルギーによる発電量は、2011年度に国内全体の発電量の3.7％となっています。内訳では、太陽光、風力及びバイオマス発電設備による電力量が増加しています。



使用電力量(電灯)の推移（大阪府内）





[表8 -1参照]





発電電力量の推移（一般電気事業用・全国）





［資料：資源エネルギー庁「エネルギー白書2013」参照］
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用途別都市ガス消費量・需要家数の推移（大阪府内）
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[表8-5参照]





日本の電源構成（全発電量）の推移
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[資料：ISEP　自然エネルギー白書2013]









